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皇
位
継
承
の
在
り
方
に
関
す
る
管
見

所　
　
　
　
　
　
　
　

功　
　

　

こ
の
た
び
（
平
成
十
七
年
六
月
八
日
）「
皇
室
典
範
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」
の
席
で
、
所
見
を
述
べ
る
よ
う
求
め
ら
れ
た
。
私
は
日
本

国
民
の
一
人
と
し
て
象
徴
天
皇
に
敬
愛
の
念
を
懐
き
、
ま
た
日
本
法
制
史
の
一
研
究
者
と
し
て
皇
室
制
度
史
に
も
関
心
を
寄
せ
て
き
た
が
、

も
ち
ろ
ん
専
門
家
に
は
程
遠
い
。た
だ
、
現
行
の「
皇
室
典
範
」に
潜
む
問
題
点
、
と
り
わ
け
皇
位
継
承
の
関
係
規
定
に
少
し
疑
問
を
も
ち
、

若
干
の
論
著
を
公
表
し
て
い
る
（
１
）。

　

そ
こ
で
、
今
回
は
「
皇
位
継
承
の
在
り
方
」
に
関
す
る
管
見
を
、
率
直
に
申
し
上
げ
さ
せ
て
頂
く
。
最
初
に
要
点
を
十
項
目
に
ま
と
め
た

う
え
で
、
各
々
に
若
干
の
説
明
を
加
え
る
こ
と
に
し
よ
う
。

１
．
現
行
の
憲
法
に
も
「
世
襲
」
と
明
示
さ
れ
る
「
皇
位
」
が
、
千
数
百
年
以
上
に
わ
た
っ
て
男
系
の
皇
族
男
子
に
よ
り
継
承
さ
れ
て
き
た

史
実
の
も
つ
意
味
は
、
確
か
に
大
き
い
。

２
．
た
だ
、
そ
の
半
数
近
く
が
側
室
所
生
の
庶
子
継
承
で
あ
り
、
時
に
は
独
身
の
女
帝
に
よ
る
中
継
ぎ
や
遠
縁
男
子
へ
の
傍
系
継
承
な
ど
も

臨
機
応
変
に
行
わ
れ
て
き
た
。

３
．
し
か
し
、
戦
後
の
皇
室
典
範
が
側
室
・
庶
子
を
否
定
し
た
の
は
切
実
な
変
革
で
あ
り
、
そ
れ
で
も
継
承
者
を
男
系
男
子
に
限
定
し
て
い

（ 41 ）



42

る
の
は
無
理
な
規
制
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

４
．
さ
て
、「
皇
位
」
の
特
質
を
端
的
に
申
せ
ば
、
そ
れ
を
祖
宗
以
来
の
皇
統
に
属
す
る
皇
族
在
籍
の
方
々
の
み
が
継
承
さ
れ
、
一
般
国
民

が
絶
対
に
覬き

ゆ覦
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。

５
．
そ
の
皇
位
は
、
可
能
な
限
り
直
系
・
長
系
の
皇
族
に
継
承
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
は
該
当
す
る
方
々
が
確
実
に

存
在
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
．
そ
こ
で
、
制
度
を
改
め
る
と
す
れ
ば
、
皇
位
継
承
の
資
格
を
皇
統
に
属
す
る
皇
族
の
男
子
だ
け
で
な
く
女
子
に
も
広
げ
る
必
要
が
あ

り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
女
性
天
皇
も
女
系
継
承
も
容
認
す
る
ほ
か
な
い
。

７
．
ま
た
、
現
在
極
端
に
少
な
い
皇
族
の
総
数
を
増
や
す
た
め
に
は
、
女
子
皇
族
も
結
婚
に
よ
り
女
性
宮
家
を
創
立
で
き
る
よ
う
に
改
め
、

そ
の
子
女
も
（
三
世
孫
あ
た
り
ま
で
）
皇
族
と
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

８
．
と
こ
ろ
で
、
日
本
の
天
皇
と
し
て
本
質
的
に
重
要
な
こ
と
は
、
皇
族
と
し
て
男
性
か
女
性
か
で
は
な
く
、
国
家
・
国
民
統
合
の
象
徴
と

し
て
公
的
な
任
務
を
存
分
に
果
た
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

９
．
さ
れ
ば
、
そ
の
重
大
な
任
務
は
、
結
婚
に
と
も
な
っ
て
出
産
な
ど
の
大
役
が
予
想
さ
れ
る
女
性
皇
族
よ
り
も
、
な
る
べ
く
直
系
・
長
系

の
男
性
皇
族
が
率
先
し
て
担
わ
れ
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

10
．
従
っ
て
、
制
度
的
に
は
万
全
の
措
置
と
し
て
女
系
継
承
の
可
能
性
ま
で
開
き
、
具
体
的
に
は
男
子
先
行
の
順
位
を
定
め
、
そ
の
的
確
な

運
用
に
関
係
者
で
懸
命
の
工
夫
努
力
を
し
て
頂
き
た
い
。

※　

当
日
は
拙
稿
「
皇
位
の
男
系
継
承
史
と
女
系
容
認
論
の
検
証
」（
注
⑴
の
⑧
）
も
配
布
し
参
考
に
供
し
た
。

　
　
〈
歴
史
的
な
実
情
の
検
討
〉　

　

現
行
の
「
日
本
国
憲
法
」
第
二
条
に
「
皇
位
は
世
襲
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
皇
位
は
、
今
上
陛
下
よ
り
一
二
五
代
前
の
神
武
天
皇
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に
始
ま
る
と
伝
え
ら
れ
る
。
そ
の
実
否
に
つ
い
て
は
様
々
に
説
か
れ
て
い
る
が
、
私
は
「
記
紀
」
等
の
古
伝
を
尊
重
し
、「
皇
統（
２
）
譜
」
に

従
っ
て
議
論
を
進
め
る
。

　

で
は
、
こ
の
一
二
五
代
に
わ
た
る
皇
位
継
承
の
歴
史
に
は
、
ど
の
よ
う
な
特
色
が
認
め
ら
れ
る
か
。
ま
た
そ
れ
を
可
能
に
し
た
要
因
と
し

て
何
が
考
え
ら
れ
る
か
。
こ
れ
は
既
に
明
治
の
旧
「
皇
室
典
範
」
制
定
過
程
で
詳
細
に
調
査
さ
れ
て
お
り
（
３
）、
そ
れ
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
近
代

の
状
況
に
あ
わ
せ
て
成
文
化
さ
れ
た
。
し
か
も
、
そ
の
内
容
は
大
筋
に
お
い
て
戦
後
の
新
「
皇
室
典
範
」
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
（
４
）。

　

そ
こ
で
、
ま
ず
新
旧
の
「
皇
室
典
範
」
に
規
定
さ
れ
て
い
る
皇
位
継
承
制
度
の
特
徴
を
列
挙
し
、
そ
れ
が
歴
史
上
ど
の
よ
う
な
実
情
で

あ
っ
た
の
か
を
、
若
干
の
具
体
例
に
よ
り
検
討
し
よ
う
。

　

す
な
わ
ち
、
皇
位
継
承
に
関
し
て
新
旧
典
範
の
共
通
点
（
㋐
㋑
㋓
㋔
）
と
相
違
点
（
㋒
）
は
、
お
よ
そ
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

㋐　

皇
位
の
継
承
者
は
、
皇
統
に
属
す
る
男
系
の
皇
族
男
子
に
限
る
。

　

㋑　

そ
の
継
承
順
位
は
、
当
代
天
皇
の
直
系
・
長
系
・
近
親
を
優
先
す
る
。

　

㋒　

た
だ
、
旧
典
範
で
は
側
室
所
生
の
庶
子
に
も
継
承
資
格
を
認
め
た
が
、
新
典
範
で
は
正
室
所
生
の
嫡
子
し
か
認
め
な
い
。

　

㋓　

そ
の
上
、
天
皇
・
皇
族
が
養
子
を
す
る
こ
と
も
、
皇
族
女
子
が
宮
家
を
創
立
す
る
こ
と
も
、
共
に
認
め
な
い
。

　

㋔　

さ
ら
に
、
男
女
皇
族
と
も
一
た
ん
皇
籍
を
離
れ
た
者
は
、
復
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
　

一　

男
系
継
承
を
補
っ
た
中
継
ぎ
女
帝

　

こ
の
う
ち
、
ま
ず
㋐
に
関
し
て
は
、
一
二
五
代
中
、
一
一
五
代
が
男
系
の
男
子
に
よ
り
継
承
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
自
体
、
千
数
百
年
以
上

の
歴
史
的
事
実
と
し
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
思
想
的
な
背
景
に
あ
る
の
は
、
中
国
（
漢
民
族
）
に
根
強
い
宗
族
（
同
一

祖
先
に
出
自
す
る
こ
と
を
示
す
「
姓
」
が
父
系
の
男
子
孫
に
の
み
継
承
さ
れ
る
と
信
ず
る
親
族
組
織
）
を
重
視
す
る
考（
５
）
え
が
、
大
和
時
代
の
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五
世
紀
前
後
よ
り
伝
来
し
て
、
そ
れ
を
規
範
視
す
る
父
系
中
心
の
相
続
意
識
が
主
流
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
わ
が
国
に
は
元
来
、
母
系
血
縁
な
い
し
〝
母
性
〞
を
重
ん
ず
る
風
習
も
あ
り
、
そ
れ
が
後
代
ま
で
残
っ
て
い
る
（
６
）。

　

そ
れ
ゆ
え
、
す
で
に
父
系
の
血
族
に
よ
る
皇
位
の
世
襲
が
慣
例
化
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
六
世
紀
初
頭
、
皇
子
の
お
ら
れ
な
い
25
武
烈
天

皇
が
崩
御
さ
れ
る
と
、
大
伴
金
村
た
ち
重
臣
は
、
一
方
で
男
系
の
男
子
を
捜
し
求
め
、
よ
う
や
く
15
応
神
天
皇
の
皇
子
か
ら
数
え
て
五
世
孫

の
男
大
迹
王
を
擁
立
し
26
継
体
天
皇
の
即
位
を
実
現
す
る
と
共
に
、
他
方
で
24
仁
賢
天
皇
の
皇
女
＝
武
烈
天
皇
の
同
母
妹
（
姉
か
）
の
手
白

香
皇
女
を
皇
后
に
納
れ
、
そ
の
間
に
29
欽
明
天
皇
が
生
ま
れ
た
。
こ
れ
は
、
一
面
で
男
系
男
子
に
よ
る
傍
系
継
承
の
代
表
例
と
い
わ
れ
る

が
、
他
面
で
先
帝
に
最
も
近
い
女
子
が
遠
縁
（
十
親
等
）
の
男
子
を
婿
に
迎
え
た
と
み
な
す
こ
と
も
で
き
よ
う
（
７
）。

　

ま
た
、
八
世
紀
初
頭
（
七
〇
一
）
に
完
成
し
た
「
大
宝
令
」
の
「
継
嗣
令
」（
養
老
令
も
同
文
）
を
み
て
も
、
冒
頭
に
「
お
よ
そ
皇
兄
弟

と
皇
子
、
皆
、
親
王
と
為
す
。〔
女
帝
の
子
も
亦
同
じ
。〕
以
外
は
並
び
に
諸
王
と
為
す
。
…
…
」（〔　

〕
内
は
原
注
）
と
あ
る
。
こ
の
本
文

と
原
注
か
ら
、
天
皇
た
り
う
る
の
は
、
男
性
を
通
常
の
本
則
と
し
な
が
ら
も
、
非
常
の
補
則
と
し
て
「
女
帝
」
の
存
在
を
公
認
し
て
い
た
こ

と
が
判
る
。
こ
の
原
注
が
、「
唐
令
」
の
「
封
爵
令
」
に
見
え
な
い
点
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
母
系
血
縁
・
母
性
を
尊
重
す

る
日
本
古
来
の
風
土
か
ら
生
ま
れ
た
33
推
古
天
皇
以
来
の
「
女
帝
」
を
法
的
に
正
当
化
し
た
も
の
と
し
て
、
重
要
な
意
味
を
も
つ
（
８
）。

　

こ
の
「
大
宝
・
養
老
令
」
は
、
日
本
国
の
最
高
法
規
と
し
て
奈
良
・
平
安
時
代
の
み
な
ら
ず
、
中
世
・
近
世
に
も
朝
廷
の
も
と
で
存
続
し

て
い
た
。
従
っ
て
、
そ
の
間
千
二
百
年
近
く
、
わ
が
国
は
男
系
継
承
を
平
常
の
原
則
と
し
な
が
ら
も
、
非
常
措
置
の
〝
中
継
ぎ
役
（
９
）〞
と
し
て

「
女
帝
」
出
現
の
可
能
性
を
保
証
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
を
近
現
代
の
「
皇
室
典
範
」
が
全
面
的
に
否
定
し
て
し
ま
っ
た
の
は
、

厳
し
す
ぎ
る
規
制
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
　

二　

直
系
・
長
系
と
庶
子
・
養
子
の
役
割

（ 44 ）
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つ
い
で
㋑
に
関
し
て
は
、
全
継
承
例
の
う
ち
、
直
系
継
承
が
過
半
の
六
八
例
（
約
五
四
％
）
あ
り
、
他
に
兄
弟
・
姉
弟
継
承
が
二
七
例

（
約
二
二
％
）、
遠
縁
・
傍
系
継
承
が
三
〇
例
（
約
二
四
％
）
あ
る
（
亜
）。
特
に
江
戸
後
期
の
119
光
格
天
皇
よ
り
125
今
上
陛
下
ま
で
の
七
代
は
、

幸
い
父
子
に
よ
る
直
系
継
承
と
な
っ
て
い
る
。
古
来
、
民
間
に
お
い
て
も
、
直
系
・
長
系
・
近
親
を
優
先
す
る
例
が
多
く
、
情
理
に
も
叶
っ

て
い
る
か
ら
、
こ
の
優
先
三
原
則
は
今
後
も
保
持
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
㋒
と
㋓
は
、
深
い
関
連
が
あ
る
。「
皇
統
譜
」
に
よ
れ
ば
、
歴
代
天
皇
の
生
母
は
、
出
自
・
地
位
の
不
明
確
な
方
も
少
な
く
な
い

が
、
約
半
数
が
正
室
で
あ
り
、
残
り
半
数
近
く
が
側
室
と
見
ら
れ
る
（
唖
）。

　

天
皇
の
後
宮
に
側
室
を
置
く
こ
と
は
、「
養
老
令
」
の
「
後
宮
職
員
令
」
に
も
「
妃
二
員
／
右
四
品
以
上
」「
夫
人
三
員
／
右
三
位
以
上
」

「
嬪
四
員
／
右
五
位
以
上
」
と
規
定
さ
れ
、
平
安
時
代
に
入
る
と
「
弘
仁
中
務
式
」
逸
文
（『
本
朝
月
令
』
所
引
）
に
「
妃
・
夫
人
・
嬪
・

女
御
・
更
衣
」
と
み
え
る
（
娃
）。
つ
ま
り
、
正
妻
の
皇
后
（
原
則
皇
族
）
だ
け
で
な
く
、
次
妻
の
「
妃
」（
原
則
皇
族
）
や
庶
妻
の
「
夫
人
・

嬪
」
お
よ
び
「
女
御
・
更
衣
」
な
ど
多
数
の
側
室
女
官
も
公
認
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
皇
后
所
生
の
嫡
子
に
よ
る
皇
位
継
承
が
最
も
望
ま
し
い
。
し
か
し
、
皇
后
が
必
ず
御
子
（
特
に
皇
子
）
を
儲
け
ら
れ
る
と
は

限
ら
な
い
た
め
、
側
室
所
生
の
庶
子
に
よ
る
継
承
も
可
能
と
し
て
き
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
百
代
以
上
も
皇
位
を
男
系
男
子
に
よ
り
継
続
で
き

た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
旧
典
範
ま
で
は
容
認
さ
れ
て
い
た
。
と
は
い
え
、
す
で
に
昭
和
天
皇
が
東
宮
時
代
よ
り
側
室
を
勧
め
ら
れ
て
も
謝
絶

さ
れ
（
阿
）、
ま
た
一
般
の
近
代
的
な
倫
理
観
で
も
肯
定
し
難
い
こ
と
だ
か
ら
、
新
典
範
は
そ
れ
を
否
認
し
た
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
側
室
公
認
の
時
代
で
も
、
皇
后
（
皇
太
后
）
の
地
位
・
権
威
は
格
別
に
高
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
た
と
え
ば
、
閑
院
宮
家
出
身
の

119
光
格
天
皇
（
生
母
大
江
磐
代
）
は
118
後
桃
園
天
皇
の
皇
后
近
衛
維
子
の
猶
子
＝
養
子
と
さ
れ
、
次
の
120
仁
孝
天
皇
（
生
母
勧
修
寺

子
）

は
光
格
天
皇
の
皇
后
欣
子
内
親
王
（
生
母
近
衛
維
子
）
の
猶
子
、
次
の
121
孝
明
天
皇
（
生
母
正
親
町
正
子
）
も
皇
后
鷹
司
祺
子
の
猶
子
と
さ

れ
、
122
明
治
天
皇
（
生
母
中
山
慶
子
）
も
英
照
皇
后
九
条
夙
子
の
猶
子
、
次
の
123
大
正
天
皇
（
生
母
柳
原
愛
子
）
も
昭
憲
皇
后
一
条
美
子
の

（ 45 ）
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猶
子
と
さ
れ
て
お
り
、
各
々
そ
の
上
で
即
位
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
哀
）。

　

ま
た
、
皇
統
を
支
え
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
世
襲
親
王
家
の
場
合
も
、
ほ
と
ん
ど
正
室
と
共
に
側
室
が
置
か
れ
て
い
た
。
し
か
も
、
そ
れ

で
も
皇
子
に
恵
ま
れ
な
い
と
、
皇
室
や
他
の
宮
家
か
ら
養
子
を
迎
え
る
こ
と
に
よ
り
継
承
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
最
も
古
い

伏
見
宮
家
の
第
十
七
代
は
、
116
桃
園
天
皇
の
皇
子
貞
行
親
王
が
入
っ
て
継
ぎ
、
ま
た
閑
院
宮
家
の
第
六
代
は
、
明
治
の
初
め
に
伏
見
宮
家
か

ら
入
っ
た
載
仁
親
王
が
継
い
で
い
る
（
愛
）。

　

こ
の
よ
う
に
明
治
時
代
ま
で
は
、
側
室
と
そ
の
所
生
庶
子
に
よ
る
継
承
を
公
認
す
る
と
共
に
、
皇
后
と
の
養
子
縁
組
や
宮
家
の
養
子
継
承

も
容
認
し
て
、
何
と
か
家
系
を
継
続
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
を
、
新
典
範
で
両
方
と
も
禁
止
し
た
。
そ
の
う
ち
、
前
者
（
庶
子
）
の
否
定
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
点
は
従
来
と
決
定
的

に
異
る
重
要
な
違
い
で
あ
っ
て
、
こ
う
な
れ
ば
一
夫
一
婦
制
の
も
と
で
確
実
に
男
子
の
生
ま
れ
る
保
証
は
な
い
。
従
っ
て
、
そ
の
上
に
後
者

（
養
子
）
ま
で
規
制
し
続
け
て
い
る
の
は
、
こ
れ
ま
た
行
き
過
ぎ
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
　

三　

皇
族
に
よ
る
〝
万
世
一
系
〞
の
継
承

　

そ
れ
ゆ
え
、
古
来
の
男
系
男
子
に
よ
る
皇
位
継
承
を
今
後
も
維
持
す
る
こ
と
は
、
至
難
の
業
と
申
す
ほ
か
な
い
。
そ
れ
を
何
と
か
保
持
す

る
た
め
に
は
、
皇
族
の
養
子
制
度
を
復
活
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
前
提
と
し
て
、「（
被
占
領
下
で
）
昭
和
二
十
二
年
十
月
に
皇
籍
を
離
脱

し
臣
籍
降
下
さ
れ
た
旧
宮
家
の
男
子
が
個
別
に
皇
籍
に
復
帰
で
き
る
よ
う
に
す
る
」
べ
き
だ
、
と
い
う
提
案
が
八
木
秀
次
氏
等
に
よ
り
再
三

主
張
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
私
は
、
同
氏
の
熱
意
に
感
心
す
る
が
、
こ
の
提
案
に
は
賛
同
で
き
な
い
。

　

最
近
も
八
木
氏
は
、
一
見
科
学
的
な
根
拠
と
し
て
生
物
学
者
の
論
文
ま
で
援
用
し
、
天
皇
の
「
血
統
原
理
」
は
「
神
武
天
皇
の
遺
伝
子
を

今
に
継
承
し
て
い
る
…
…
男
系
男
子
で
し
か
継
承
で
き
な
い
」
と
か
「
大
嘗
祭
を
行
う
資
格
も
そ
の
よ
う
な
血
筋
を
持
た
れ
る
方
に
限
ら
れ

（ 46 ）
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皇位継承の在り方に関する管見

る
」
と
い
う
（
挨
）。

　

し
か
し
、
こ
れ
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
神
武
天
皇
の
男
系
男
子
孫
に
「
Ｙ
染
色
体
の
刻
印
」
が
伝
わ
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を

皇
位
継
承
の
資
格
要
件
の
一
つ
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
男
性
は
全
国
に
た
く
さ
ん
い
る
。
既
に
平
安
初
期
（
八
一
五
年
）
撰
進
の

『
新
撰
姓
氏
録
』
現
存
抄
本
（
京
畿
内
の
み
）
に
よ
れ
ば
、
１
神
武
天
皇
よ
り
52
嵯
峨
天
皇
ま
で
の
歴
代
か
ら
分
れ
出
た
男
系
男
子
孫
の

「
皇
別
」
氏
族
が
三
三
五
も
あ
り
（
姶
）、
そ
れ
に
続
く
賜
姓
源
氏
や
平
氏
な
ど
も
極
め
て
多
い
。

　

む
し
ろ
、
こ
こ
で
根
本
的
に
重
要
な
こ
と
は
、
天
皇
の
子
孫
と
し
て
「
皇
族
」
身
分
の
範
囲
内
に
あ
り
、
皇
位
継
承
者
と
し
て
の
自
覚
を

も
っ
て
お
ら
れ
る
か
ど
う
か
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
旧
憲
法
の
第
一
条
に
明
文
化
さ
れ
た
「
万
世
一
系
の
天
皇
」
と
い
う
の
も
、「
天
皇
位
が

必
ず
皇
族
の
籍
を
有
せ
ら
れ
る
方
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
…
…
皇
族
以
外
の
他
姓
の
者
に
皇
位
が
移
さ
れ
た
こ
と
は
絶
対
に
な
い
と
い
う
意

味
」
に
解
さ
れ
る
（
逢
）。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
奈
良
末
期
、
称
徳
女
帝
に
寵
用
さ
れ
て
「
法
王
」
の
位
ま
で
授
か
っ
た
僧
道
鏡
が
、
さ
ら
に
皇
位
を
覬
覦
し
た
時
、
ひ
そ

か
に
勅
命
を
う
け
た
和
気
清
麻
呂
は
、「
わ
が
国
家
、
開
闢
よ
り
以
来
、
君
臣
（
の
分
）
定
ま
れ
リ
。
臣
を
も
っ
て
君
と
な
す
こ
と
、
未
だ

あ
ら
ざ
る
な
り
。
天
つ
日
嗣
（
天
皇
）
は
必
ず
皇
儲
（
皇
嗣
）
を
立
て
よ
。
…
…
」（『
続
日
本
紀
』）
と
の
宇
佐
大
神
の
託
宣
を
引
い
て
、

道
鏡
の
野
望
を
退
け
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
八
木
氏
と
ほ
ぼ
同
意
見
の
小
堀
桂
一
郎
博
士
は
、「
人
臣
か
ら
皇
族
へ
、
復
帰
の
実
例
」
と
し
て
、
三
年
余
り
臣
籍
に
あ
っ

た
59
宇
多
天
皇
の
ケ
ー
ス
を
見
習
う
よ
う
説
い
て
お
ら
れ
る
（
葵
）。
し
か
し
、
他
の
諸
問
題
で
は
同
氏
の
卓
見
に
敬
服
し
て
い
る
が
、
こ
の
点
に

は
残
念
な
が
ら
賛
成
し
え
な
い
。

　

何
と
な
れ
ば
、
当
時
の
立
て
役
者
で
あ
る
藤
原
基
経
は
、
要
す
る
に
権
勢
家
と
し
て
恣
意
的
に
皇
位
を
左
右
し
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ

う
な
策
動
を
「
政
治
家
の
器
量
」
と
か
「
遵
依
す
べ
き
道
理
」
な
ど
と
評
価
す
る
こ
と
は
到
底
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
（
茜
）。
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既
に
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）、「
皇
室
典
範
増
補
」
の
第
六
条
で
「
皇
族
ノ
臣
籍
ニ
入
リ
タ
ル
者
ハ
皇
族
ニ
復
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ
」
と

規
定
し
た
際
も
、
そ
の
義
解
で
「
臣
籍
ニ
降
リ
シ
皇
族
ニ
シ
テ
…
…
皇
位
ヲ
践
ミ
タ
マ
ヒ
シ
宇
多
天
皇
ノ
例
ナ
キ
ニ
非
ズ
ト
雖
…
…
恒
範
ト

為
ス
ベ
カ
ラ
ズ
」
と
断
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
「
上
下
ノ
名
分
」（
皇
族
と
一
般
国
民
の
区
別
）
を
厳
守
す
る
こ
と
は
、
国
家
秩
序
の
維
持
安
定
に
最
も
重
要
で
あ
る
。
だ

か
ら
こ
そ
、
そ
の
法
意
を
新
典
範
（
第
五
・
第
六
・
第
十
五
条
）
も
受
け
継
い
で
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
前
掲
㋔
の
原
則
は
、
今
後
も

守
り
通
す
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
　
〈
現
実
的
な
対
策
の
提
示
〉

　

さ
て
、
叙
上
の
よ
う
な
歴
史
の
実
情
を
ふ
ま
え
て
現
実
を
直
視
す
る
な
ら
ば
、
お
の
ず
か
ら
対
策
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
。
す
な
わ

ち
、
千
数
百
年
以
上
に
わ
た
る
皇
位
の
継
承
は
、〝
皇
統
に
属
す
る
皇
族
〞
で
あ
る
こ
と
を
大
原
則
と
し
て
、
大
ま
か
な
慣
習
と
時
々
の
力

関
係
に
よ
り
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
混
乱
を
招
く
恐
れ
も
あ
る
た
め
、
近
代
に
入
っ
て
皇
室
制
度
も
法
文
化
す
る
必
要
に
迫

ら
れ
、
明
治
と
戦
後
の
「
皇
室
典
範
」
で
は
、
厳
格
な
規
則
を
定
め
る
に
至
っ
た
。

　

そ
の
う
ち
、
㋒
側
室
所
生
の
庶
子
継
承
を
否
認
し
た
こ
と
は
当
然
（
復
活
不
可
）
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
㋐
男
系
男
子
の
み

に
よ
る
皇
統
の
永
続
は
、
早
晩
困
難
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
　

四　
「
女
系
継
承
」
の
容
認
と
「
女
性
宮
家
」
の
創
立

　

そ
こ
で
、
歴
史
に
学
び
な
が
ら
も
現
実
的
に
執
り
う
る
対
策
と
し
て
は
、
㋐
と
㋓
の
規
制
を
緩
和
す
る
ほ
か
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
ず
㋐

に
関
し
て
は
、
可
能
な
限
り
男
系
男
子
皇
族
に
よ
る
継
承
の
維
持
に
努
め
な
が
ら
、
万
一
に
備
え
る
措
置
と
し
て
、
男
系
女
子
皇
族
の
即
位
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皇位継承の在り方に関する管見

も
、
そ
の
子
孫
に
よ
る
女
系
継
承
も
、
制
度
的
に
可
能
性
を
開
い
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

た
だ
、
男
系
女
子
皇
族
の
即
位
さ
れ
た
実
例
は
、
過
去
に
八
名
・
十
代
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
女
性
天
皇
が
結
婚
（
な
い
し
再
婚
）
し
て

御
子
を
儲
け
ら
れ
た
前
例
は
一
つ
も
な
い
。
従
っ
て
、
新
た
な
問
題
は
、
女
性
天
皇
（
と
な
ら
れ
る
可
能
性
の
あ
る
女
性
皇
族
）
に
ふ
さ
わ

し
い
高
貴
な
結
婚
相
手
（
入
夫
＝
婿
養
子
）
が
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
点
に
も
関
連
し
て
㋓
の
規
制
を
改
め
る
必
要
が
あ
る
。
近
年
、
男
系
男
子
皇
族
が
減
少
す
る
の
み
な
ら
ず
、
さ
ら
に
継
嗣
の
お
ら
れ

な
い
宮
家
が
次
々
と
廃
絶
さ
れ
て
い
る
（
穐
）。
し
か
も
、
女
性
皇
族
は
一
般
男
性
と
の
結
婚
に
よ
っ
て
皇
族
で
な
く
な
り
、
今
や
皇
族
（
特
に
男

性
）
の
総
数
が
極
め
て
少
な
い
。
さ
り
と
て
、
旧
宮
家
の
子
孫
（
そ
の
多
く
は
立
派
な
方
々
だ
が
）
を
直
ち
に
皇
族
と
し
て
復
帰
せ
し
め
る

べ
き
で
な
い
こ
と
は
、
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

そ
う
で
あ
れ
ば
、
皇
族
の
減
少
を
何
と
か
し
て
く
い
止
め
る
た
め
に
も
、
ま
ず
女
性
皇
族
が
結
婚
後
も
宮
家
を
立
て
皇
族
身
分
に
留
ま
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
そ
の
御
子
も
男
女
を
問
わ
ず
皇
族
と
な
る
。
し
か
も
、
そ
の
御
子
た
ち
（
特
に
男
子
）
が
継

嗣
の
な
い
宮
家
へ
養
子
と
し
て
入
れ
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
絶
家
を
免
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
こ
に
生
ま
れ
る
御
子
も
皇
族
と
な
る
（
悪
）。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
皇
族
の
総
数
が
徐
々
に
増
え
て
ゆ
け
ば
、
や
が
て
傍
系
の
男
性
皇
族
が
直
系
の
女
性
皇
族
の
結
婚
相
手
と
な
る
こ
と
も

あ
ろ
う
。
な
お
、
女
性
天
皇
や
女
性
宮
家
の
も
と
に
、
旧
宮
家
の
男
子
孫
で
然
る
べ
き
方
が
居
ら
れ
る
な
ら
ば
、
入
婿
す
る
こ
と
も
可
能
性

と
し
て
あ
り
う
る
し
、
そ
れ
を
大
い
に
期
待
し
た
い
。

　

た
だ
、
㋓
の
改
正
に
よ
り
、
や
が
て
皇
族
の
総
数
が
余
り
に
も
多
く
な
れ
ば
、
経
済
的
な
問
題
だ
け
で
な
く
、
継
承
順
位
の
組
み
合
せ
な

ど
が
益
々
複
雑
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
従
っ
て
、
皇
族
数
は
ど
れ
位
が
適
正
か
と
い
う
こ
と
も
慎
重
に
検
討
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
（
握
）。

　

以
上
、
私
は
皇
位
の
歴
史
と
皇
室
の
現
状
に
鑑
み
て
、
皇
位
の
世
襲
を
末
永
く
保
持
す
る
た
め
に
は
、
万
全
の
措
置
と
し
て
女
性
天

皇
・
女
系
継
承
の
容
認
も
皇
族
の
養
子
縁
組
や
女
性
宮
家
の
創
立
も
可
能
に
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
新
典
範
（
第
一
・
第
二
条
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と
第
九
条
・
第
十
二
条
な
ど
）
の
改
正
が
不
可
欠
な
所
以
を
略
述
し
た
。

　
　

五　

天
皇
固
有
の
任
務
と
継
承
順
位
の
工
夫

　

さ
て
、
本
質
的
に
重
要
な
こ
と
は
、
天
皇
が
男
性
か
女
性
か
で
は
な
く
（
天
皇
は
性
を
越
え
た
特
別
の
存
在
）、
ま
さ
に
国
家
・
国
民
統

合
の
象
徴
（
世
俗
を
越
え
た
精
神
的
権
威
）
と
し
て
の
公
的
な
任
務
を
自
ら
担
い
果
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
で
あ
ろ
う
（
渥
）
。

　

そ
の
公
的
な
任
務
は
、
現
行
憲
法
の
定
め
て
い
る
「
国
事
行
為
」、
そ
れ
に
関
連
す
る
「
象
徴
行
為
」、
そ
の
根
底
に
あ
る
「
伝
統
行
為
」

（
皇
室
祭
祀
）
な
ど
、
年
中
ほ
と
ん
ど
休
ま
れ
る
暇
も
な
い
ほ
ど
極
め
て
多
い
（
旭
）
。
そ
の
な
か
に
は
他
の
皇
族
た
ち
で
代
行
・
分
担
の
可
能

な
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
大
部
分
は
天
皇
御
自
身
が
主
体
的
に
遂
行
さ
れ
る
べ
き
固
有
の
任
務
と
拝
察
さ
れ
る
（
葦
）。

　

そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
任
務
は
、
も
ち
ろ
ん
皇
族
と
し
て
生
ま
れ
育
た
れ
た
方
々
な
ら
ば
、
男
女
を
問
わ
ず
担
い
う
る
で
あ
ろ
う

が（芦
）、
現
実
的
に
考
え
る
と
、
女
性
の
皇
族
に
は
結
婚
に
伴
い
懐
妊
・
出
産
・
育
児
と
い
う
大
役
が
予
想
さ
れ
る
か
ら
、
そ
の
上
に
責
任
の

重
い
多
様
な
天
皇
の
任
務
を
も
果
た
さ
れ
る
こ
と
は
過
酷
と
な
る
恐
れ
が
強
い
。

　

そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
か
ら
制
度
的
に
女
系
継
承
の
可
能
性
ま
で
広
げ
て
も
、
実
際
上
は
男
性
皇
族
が
率
先
し
て
天
皇
の
任
務
を
引
き
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
（
い
わ
ゆ
る
至
高
の
ノ
ー
ブ
レ
ス
・
オ
ブ
リ
ー
ジ
）
こ
そ
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
（
鯵
）。

　

従
っ
て
、
私
の
結
論
を
要
約
す
れ
ば
、〝
女
系
継
承
〞
を
認
め
た
上
で
、
具
体
的
な
継
承
順
位
は
古
来
の
直
系
・
長
系
・
近
親
を
優
先
す

る
原
則
の
も
と
に
〝
男
子
先
行
〞（
優
先
と
い
う
よ
り
率
先
）
の
原
則
を
加
え
、
当
事
者
で
あ
る
皇
室
内
部
の
方
々
の
御
意
向
を
十
分
に
配

慮
し
て
、
呉
々
も
慎
重
に
運
用
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。
そ
れ
は
、
現
時
点
と
十
年
・
二
十
年
・
三
十
年
先
で
、
皇
族
の
構
成
状
況
に
よ
り
変

化
す
る
が
（
梓
）、
今
な
お
女
系
容
認
・
男
子
先
行
で
王
位
継
承
順
位
を
決
め
て
い
る
英
国
な
ど
の
例
（
圧
）も
参
考
に
し
て
、
そ
の
都
度
確
定
し
公
表
す

れ
ば
よ
い
こ
と
で
あ
る
。
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註（
１
）
三
十
数
年
前
の
評
論
「
皇
室
典
範
の
問
題
点
」（
日
本
学
協
会
『
日
本
』
昭
和
四
十
五
年
五
月
号
）、
及
び
近
年
の
左
記
論
考
が
あ
る
。

①
「
皇
位
継
承
の
原
則
と
来
歴
」（『
皇
室
の
伝
統
と
日
本
文
化
』
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
、
平
成
八
年
九
月
刊
所
収
）

②
『
皇
位
継
承
』（
高
橋
紘
氏
と
の
共
著
、
文
春
新
書
、
平
成
十
年
十
月
刊
）
執
筆
部
分
の
第
一
章
「〝
万
世
一
系
〞
は
い
か
に
保
た
れ
た
か
」・
第

二
章
「〝
女
帝
〞
出
現
の
意
味
」・
第
三
章
「〝
皇
室
典
範
〞
の
成
り
立
ち
」

③
『
近
現
代
の
「
女
性
天
皇
」
論
』（
展
転
社
、
平
成
十
三
年
十
一
月
刊
）
所
収
Ⅰ
「
明
治
前
期
の
〝
女
性
天
皇
〞
論
」・
Ⅱ
「
昭
和
戦
後
の
〝
女
性

天
皇
〞
論
」・
Ⅲ
参
考
資
料
（
小
中
村
清
矩
博
士
稿
「
女
帝
考
」
／
法
制
局
「
皇
室
典
範
案
に
関
す
る
想
定
問
答
」）

④
『
皇
室
典
範
と
女
帝
問
題
の
再
検
討
』（
国
民
会
館
講
演
叢
書
、
平
成
十
四
年
三
月
刊
）

⑤
「
皇
室
典
範
と
女
帝
問
題
の
新
論
点
」（
新
人
物
往
来
社
『
歴
代
皇
后
人
物
系
譜
総
覧
』
平
成
十
四
年
十
月
刊
）

⑥
「〝
皇
室
の
危
機
〞
打
開
の
た
め
に―

〝
女
性
宮
家
〞
の
創
立
と
帝
王
学―

」（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
『
Ｖ
ｏ
ｉ
ｃ
ｅ
』
平
成
十
六
年
八
月
号
）

⑦
「
最
近
の
〝
女
性
天
皇
〞
論
議
」（『
歴
史
研
究
』
平
成
十
七
年
三
月
号
、
特
集
「
女
帝
の
時
代
」）

⑧
「
皇
位
の
男
系
継
承
史
と
女
帝
容
認
論
の
検
証
」（『
歴
史
読
本
』
平
成
十
七
年
五
月
号
）

（
２
）「
皇
統
譜
」
は
、
天
皇
・
皇
后
の
「
大
統
譜
」
と
そ
れ
以
外
の
皇
族
の
「
皇
族
譜
」
か
ら
成
り
、
各
々
の
御
名
・
父
母
や
誕
生
・
命
名
の
年
月
日

（「
大
統
譜
」
に
は
立
太
子
・
践
祚
・
立
后
・
即
位
礼
・
大
嘗
祭
・
大
喪
儀
な
ど
の
年
月
日
や
陵
所
・
陵
名
も
）
な
ど
が
記
さ
れ
て
お
り
、
宮
内
庁

書
陵
部
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
北
朝
六
代
目
の
後
小
松
天
皇
は
、
南
朝
の
99
後
亀
山
天
皇
か
ら
神
器
を
受
け
継
が
れ
第
100
代
と
な
ら
れ
た
の

で
あ
る
（
天
皇
名
の
上
に
加
え
た
算
用
数
字
は
「
皇
統
譜
」
に
よ
る
即
位
代
数
。
以
下
同
）。

（
３
）
元
老
院
編
『
纂
輯
御
系
図
』（
明
治
十
年
十
一
月
刊
）・
同
『
旧
典
類
纂　

皇
位
継
承
篇
』（
明
治
十
一
年
十
月
刊
）、
小
中
村
清
矩
氏
「
皇
嗣
例
」

「
女
帝
考
」「
后
妃
考
」（
明
治
十
八
年
十
月
稿
）
な
ど
。

　
　
　

な
お
、
前
者
の
編
纂
に
最
も
貢
献
し
た
横
山
由
清
氏
は
「
継
嗣
考
」（
東
大
総
合
図
書
館
所
蔵
の
萩
野
由
之
氏
書
写
資
料
『
和
葊
雑
編
』
所
収
）

に
、「
若
シ
男
統
ノ
継
嗣
タ
ル
ベ
キ
者
絶
エ
テ
無
キ
時
ハ
、
女
子
ヲ
以
テ
大
統
ヲ
継
嗣
セ
シ
メ
ザ
ル
ヲ
得
ズ
。
然
ル
時
ハ
其
女
帝
ノ
配
偶
者
ヲ
設
ケ

テ
以
テ
其
血
統
ヲ
保
続
セ
シ
ム
ベ
シ
。」
と
〝
女
系
継
承
〞
を
も
認
め
て
い
た
（
藤
田
大
誠
氏
「
近
代
皇
位
継
承
法
の
形
成
過
程
と
国
学
者
」『
神
社

本
庁
教
学
研
究
所
紀
要
』
第
一
〇
号
、
平
成
十
七
年
三
月
発
行
参
照
）。
そ
れ
が
数
年
後
、
宮
内
省
立
案
第
一
稿
「
皇
室
制
規
」
の
第
一
「
若
シ
皇

族
中
男
系
絶
ユ
ル
ト
キ
ハ
、
皇
族
中
女
系
ヲ
以
テ
継
承
ス
」
及
び
第
十
三
「
女
帝
ノ
夫
ハ
皇
胤
ニ
シ
テ
臣
籍
ニ
入
リ
タ
ル
者
ノ
内
、
皇
統
ニ
近
キ
者
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ヲ
迎
フ
ベ
シ
」
と
い
う
規
定
に
も
影
響
を
与
え
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

（
４
）
小
林
宏
・
島
善
高
両
氏
編
『
明
治
皇
室
典
範
』
上
下
巻
（
信
山
社
、
平
成
八
年
四
月
・
九
年
五
月
刊
）、
芦
部
信
喜
・
高
見
勝
利
両
氏
編
『（
昭

和
）
皇
室
典
範
』（
信
山
社
、
平
成
九
年
九
月
刊
）（
共
に
日
本
立
法
資
料
集
成
）
参
照
。

（
５
）
官
文
娜
氏
（
武
漢
大
学
教
授
）「
日
本
古
代
社
会
に
お
け
る
王
位
継
承
と
血
縁
集
団
の
構
造―

中
国
と
の
比
較
に
お
い
て―

」（
国
際
日
本
文
化
研

究
セ
ン
タ
ー
紀
要
『
日
本
研
究
』
第
二
八
集
、
平
成
十
六
年
一
月
発
行
）
に
よ
れ
ば
、「
古
代
中
国
（
周
代
以
降
）
で
は
、
皇
帝
の
嫡
長
男
の
即
位

こ
そ
正
統
と
認
め
ら
れ
た
」「
中
国
で
は
〝
姓
〞
は
（
父
系
）
宗
族
集
団
の
外
在
的
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
…
…
女
性
は
実
父
の
宗
族
集
団
に
属
す
る
。

し
か
し
…
…
結
婚
（
外
婚
）
を
境
に
父
の
宗
族
か
ら
夫
の
宗
族
へ
移
る
の
で
…
…
父
宗
・
夫
宗
の
二
面
に
引
き
裂
か
れ
、
父
・
夫
ど
ち
ら
の
宗
族
に

お
い
て
も
完
璧
な
成
員
資
格
を
持
っ
て
い
な
い
」
か
ら
「
皇
帝
の
娘
に
せ
よ
皇
太
后
・
皇
后
に
せ
よ
、
い
ず
れ
も
王
位
に
即
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
」
と
い
う
（
同
『
日
中
親
族
構
造
の
比
較
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
平
成
十
七
年
六
月
刊
所
収
。
尚
、
同
書
の
付
篇
一
「
中
国
の
宗
法
制
と
宗
族
お

よ
び
そ
の
研
究
の
歴
史
と
現
状
」
参
照
）。

（
６
）
上
井
久
義
氏
『
日
本
古
代
の
親
族
と
祭
祀
』（
人
文
書
院
、
昭
和
六
十
三
年
四
月
刊
）
は
、
竹
内
利
美
氏
「
族
制
の
沿
革
」（『
日
本
民
俗
学
の
視

点
』）
の
「
日
本
で
は
…
…
〝
父
系
〞
に
よ
る
家
系
相
続
を
堅
持
す
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
別
段
父
方
と
母
方
の
親
族
に
区
別
を
立
て
な
い
点
に
特
徴

が
あ
り
、
総
じ
て
双
系
的
な
仕
組
を
示
す
」
と
の
見
解
を
ふ
ま
え
て
、「
日
本
の
親
族
組
織
に
は
古
代
か
ら
（
父
系
・
母
系
）
双
方
の
要
素
を
併
せ

持
っ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
」
と
い
う
。
篠
川
賢
氏
「
親
族
呼
称
か
ら
み
た
系
図
と
戸
籍
」（『
美
濃
国
戸
籍
の
総
合
的
研
究
』
東
京
堂
出

版
、
平
成
十
五
年
二
月
刊
）
等
も
結
論
は
同
趣
。
但
し
、
注
（
８
）
参
照
。

　
　
　

ち
な
み
に
、
ベ
ン
・
シ
ロ
ニ
ー
氏
（
ヘ
ブ
ラ
イ
大
学
教
授
）『
母
な
る
天
皇―

女
性
的
君
主
制
の
過
去
・
現
在
・
未
来―

』（
大
谷
堅
志
郎
氏
訳
、

講
談
社
、
平
成
十
五
年
一
月
刊
）
に
よ
れ
ば
、「
男
性
天
皇
が
母
性
的
人
間
像
の
役
割
を
演
ず
る
と
い
う
制
度
は
、
日
本
独
特
の
現
象
で
あ
る
。
そ

れ
こ
そ
が
、
男
性
優
位
の
社
会
に
あ
り
な
が
ら
、
き
わ
め
て
長
い
あ
い
だ
天
皇
の
王
朝
の
存
続
を
可
能
に
し
て
き
た
の
で
あ
る
。」
と
い
う
。

（
７
）
他
に
も
奈
良
末
期
、
独
身
の
称
徳
女
帝
（
天
武
天
皇
玄
孫
）
が
臨
終
間
際
に
傍
系
の
白
壁
王
（
天
智
天
皇
孫
、
七
親
等
、
光
仁
天
皇
）
を
推
戴
す

る
よ
う
「
遺
宣
」
さ
れ
た
の
は
、
白
壁
王
の
正
妃
の
井
上
内
親
王
（
聖
武
帝
皇
女
）
が
身
近
な
異
母
妹
で
あ
り
、
そ
の
嫡
子
他
戸
王
を
皇
太
子
に
立

て
ら
れ
る
な
ら
ば
、
何
と
か
直
系
継
承
を
維
持
で
き
る
と
み
ら
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
（
瀧
浪
貞
子
氏
『
最
後
の
女
帝　

孝
謙
天
皇
』
吉
川
弘
文

館
・
歴
史
文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
平
成
十
年
八
月
刊
参
照
）。

（
８
）
こ
の
原
注
に
い
う
「
女
帝
の
子
」
に
つ
い
て
、
小
中
村
清
矩
氏
「
女
帝
考
」（
前
掲
拙
著
③
Ⅲ
所
収
）
に
「
女
帝
未
ダ
内
親
王
タ
リ
シ
時
、
四
世
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以
上
ノ
諸
王
ニ
嫁
シ
テ
…
…
生
レ
玉
ヒ
シ
子
ア
ラ
バ
、
即
位
ノ
後
ニ
親
王
ト
為
ス
コ
ト
ノ
義
」
と
解
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
、
大
宝
前
後
の
実
情
と

照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
、
こ
の
原
注
に
よ
っ
て
、
女
帝
が
即
位
後
に
結
婚
（
再
婚
）
し
て
御
子
を
儲
け
ら
れ
、
そ
の
御
子
が
続
い
て
即
位
す
る
〝
女
系

継
承
〞
ま
で
容
認
（
予
想
）
し
た
も
の
、
と
ま
で
は
考
え
難
い
（
た
だ
仮
に
容
認
し
て
い
た
と
し
て
も
、
結
婚
相
手
は
四
世
以
上
の
皇
族
に
限
る
原

則
だ
か
ら
、
そ
れ
で
男
系
継
承
が
可
能
と
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
）。
従
っ
て
、
こ
れ
を
根
拠
に
「
女
帝
は
男
帝
と
何
ら
変
わ
る
と
こ
ろ
の
な
い
も
の

と
し
て
日
本
律
令
に
規
定
さ
れ
て
い
た
」（
成
清
弘
和
氏
『
日
本
古
代
の
家
族
・
親
族―

中
国
と
の
比
較
を
中
心
と
し
て―

』
岩
田
書
院
、
平
成
十

三
年
四
月
刊
）
な
ど
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

な
お
、
朝
鮮
の
新
羅
に
は
、
推
古
女
帝
崩
御
四
年
後
（
六
三
二
年
）
に
初
め
て
善
徳
女
王
が
立
ち
、
そ
れ
か
ら
十
五
年
後
（
六
四
七
年
）
に
従
姉

妹
の
真
徳
女
王
が
継
ぎ
、
さ
ら
に
二
百
四
十
年
後
（
八
八
七
年
）、
真
聖
女
王
が
十
年
在
位
し
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
理
由
は
、
た
と
え
ば
善

徳
女
王
の
場
合
、『
三
国
遺
事
』
に
「
聖
骨
（
男
系
の
血
縁
集
団
）
の
男
尽
く
、
故
に
女
王
立
つ
」
と
あ
り
、「
男
尊
女
卑
」
を
正
理
と
み
る
高
麗
朝

期
の
金
富
軾
撰
『
三
国
史
記
』
は
、
そ
の
女
帝
統
治
を
「
乱
世
」
の
出
来
事
と
批
判
し
て
い
る
（
平
凡
社
東
洋
文
庫
『
三
国
史
記
』
１
、
荒
木
敏
夫

氏
『
可
能
性
と
し
て
の
女
帝
』
青
木
書
店
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
平
成
十
一
年
五
月
刊
参
照
）。

　
　
　

ま
た
、
中
国
で
は
、
持
統
女
帝
の
即
位
と
同
年
（
六
九
〇
）
に
、
皇
太
后
武
則
天
（
高
宗
の
侍
妾
「
昭
儀
」
か
ら
「
皇
后
」
と
な
っ
た
）
が
、
我

が
子
の
中
宗
と
睿
宗
を
廃
退
さ
せ
て
自
ら
「
聖
神
皇
帝
」
と
な
り
、
国
号
も
唐
を
周
に
改
め
て
十
五
年
近
く
執
政
し
て
い
る
（
沈
才
彬
氏
『
天
皇
と

中
国
皇
帝
』
六
興
出
版
、
東
ア
ジ
ア
の
な
か
の
日
本
歴
史
13　

平
成
二
年
二
月
刊
）。
け
れ
ど
も
、
そ
の
崩
御
直
前
に
「
則
天
大
聖
皇
太
后
と
称
し

て
帝
号
（
聖
神
皇
帝
）
を
去
り
…
…
（
夫
君
高
宗
の
）
乾
陵
に
付
す
（
合
葬
す
る
）」
こ
と
を
遺
言
し
て
、
そ
の
よ
う
に
処
置
さ
れ
た
か
ら
、『
唐

書
』
で
は
「
后
妃
伝
」
に
入
れ
ら
れ
「
皇
帝
」
と
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
（
来
村
多
加
史
氏
『
唐
代
皇
帝
陵
の
研
究
』
学
生
社
、
平
成
十
三
年
十
一

月
刊
参
照
）。

（
９
）
上
代
（
飛
鳥
・
奈
良
時
代
）
の
女
帝
（
六
名
・
八
代
）
は
、
一
方
で
〝
中
継
ぎ
役
〞
の
立
場
に
あ
り
な
が
ら
、
他
方
で
皇
統
の
ピ
ン
チ
を
救
う
リ

リ
ー
フ
の
天
皇
と
し
て
、
男
帝
に
優
る
と
も
劣
ら
ぬ
治
績
を
の
こ
さ
れ
た
方
が
多
い
。
古
来
ス
メ
ラ
ミ
コ
ト
（
澄
め
る
命
・
統
べ
る
尊
）
と
称
さ
れ

る
天
皇
の
マ
ツ
リ
ゴ
ト
（
祭
事
と
政
事
）
を
、
上
代
の
各
女
帝
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
か
を
具
体
的
に
検
討
し
た
概
要
は
、
神
道
史
学
会
（
本
年

六
月
五
日
）
の
学
術
大
会
記
念
講
演
で
「
上
代
女
帝
の
マ
ツ
リ
ゴ
ト
」
と
題
し
て
論
述
し
た
全
容
が
、『
神
道
史
研
究
』
第
五
十
三
巻
二
号
（
本
年

十
月
発
行
）
に
掲
載
さ
れ
る
予
定
。

　
　
　

参
考
ま
で
に
関
係
者
の
略
系
図
を
示
せ
ば
、
左
の
通
り
で
あ
る
（
拙
著
『
皇
位
継
承
』
付
載
「
皇
室
略
系
図
」
よ
り
）。
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な
お
、
近
世
（
江
戸
時
代
）
の
女
帝
（
109
明
正
天
皇
と
117
後
桜
町
天
皇
）
も
〝
中
継
ぎ
役
〞
で
あ
る
が
、
皇
位
継
承
史
上
に
大
き
な
意
味
を
も
っ

て
い
る
。
こ
の
両
帝
に
つ
い
て
は
、
宮
内
省
編
『
明
正
天
皇
実
録
』
全
二
巻
・『
後
桜
町
天
皇
実
録
』
全
七
巻
（
共
に
未
刊
。
但
し
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

ル
ム
で
全
文
入
手
）
が
あ
り
、
ま
た
近
年
の
研
究
と
し
て
、
高
埜
利
彦
氏
「
近
世
の
女
帝
ふ
た
り
」（『
別
冊
文
芸　

天
皇
制
』
河
出
書
房
新
社
、
平

成
二
年
十
月
刊
）、
野
村
玄
氏
「
明
正
天
皇
論―

即
位
・
在
位
・
譲
位
の
事
情―

」（『
京
都
産
業
大
学
論
集
』
人
文
科
学
系
列
二
九
、
平
成
十
四
年

三
月
発
行
）、
宍
戸
忠
男
氏
「
後
桜
町
天
皇
と
神
服
攷
」（『
神
道
宗
教
』
一
九
六
号
、
平
成
十
六
年
十
二
月
発
行
）
な
ど
が
あ
る
。

（
10
）
帝
国
学
士
院
編
『
帝
室
制
度
史
』
第
三
巻
「
皇
位
継
承
」（
昭
和
十
四
年
七
月
刊
）
に
「
天
皇
直
系
の
子
孫
在
す
限
り
は
、
子
孫
皇
位
を
承
け
た

ま
ふ
こ
と
を
正
法
と
す
。
…
…
皇
位
を
承
け
た
ま
ふ
べ
き
皇
胤
は
、
直
近
の
天
皇
の
直
系
の
子
孫
た
る
べ
き
こ
と
を
正
則
と
為
す
」
と
あ
る
。
高
森

明
勅
氏
「
皇
位
の
継
承
と
直
系
の
重
み
」（『
Ｖ
ｏ
ｉ
ｃ
ｅ
』
平
成
十
六
年
九
月
号
）
参
照
。

（
11
）
太
田
亮
氏
編
『
姓
氏
家
系
大
辞
典
』（
角
川
書
店
、
昭
和
三
十
八
年
十
一
月
刊
）
第
一
巻
所
載
「
皇
室
御
系
図
」、
別
冊
歴
史
読
本
『
歴
代
皇
后
人

物
系
譜
総
覧
』（
平
成
十
四
年
十
月
刊
）
参
照
。

（
12
）
上
代
の
日
本
が
模
範
と
し
た
唐
代
（
開
元
以
前
）
の
宮
廷
に
は
、
皇
后
の
下
に
「
貴
妃
・
淑
妃
・
徳
妃
・
賢
妃
、
こ
れ
夫
人
と
為
す
。
昭
儀
・
昭

容
・
昭
媛
、
脩
儀
・
脩
容
・
脩
媛
、
充
儀
・
充
容
・
充
媛
、
こ
れ
九
嬪
と
為
す
。
婕
妤
・
美
人
・
才
人
各
九
、
合
せ
て
二
十
七
、
こ
れ
世
婦
に
代

ふ
。
宝
林
・
御
女
・
采
女
各
二
十
七
、
合
せ
て
八
十
一
、
こ
れ
御
妻
に
代
ふ
。
…
…
」
な
ど
が
多
数
い
た
の
で
あ
る
（『
新
唐
書
』
列
伝
一
・
后

妃
）。
宮
内
庁
編
『
皇
室
制
度
史
料
』
后
妃
一
（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
六
十
二
年
三
月
刊
）
参
照
。

（
13
）
高
橋
紘
氏
「
昭
和
天
皇
の
女
官
改
革
」（
同
他
編
『
昭
和
初
期
の
天
皇
と
宮
中―

侍
従
次
長
河
井
弥
八
日
記
』
岩
波
書
店
、
平
成
五
年
九
月
刊
第

二
巻
解
説
）・
小
田
部
雄
次
氏
『
四
代
の
天
皇
と
女
性
た
ち
』（
文
春
新
書
、
平
成
十
四
年
十
月
刊
）・
片
野
真
佐
子
氏
『
皇
后
の
近
代
』（
講
談
社
選

書
メ
チ
エ
、
同
十
一
月
刊
）
な
ど
参
照
。

（
14
）
宮
内
庁
編
『
皇
室
制
度
史
料
』
皇
族
一
（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
五
十
八
年
三
月
刊
）
の
解
説
に
よ
れ
ば
、「
養
子
・
猶
子
」
も
「
実
子
（
実
子
同

様
の
意
）」
も
同
義
で
混
用
さ
れ
て
お
り
、「
皇
位
の
継
承
を
目
的
と
す
る
」
皇
族
養
子
の
例
が
鎌
倉
時
代
か
ら
あ
る
。

（
15
）
宮
内
庁
編
『
皇
室
制
度
史
料
』
皇
族
四
（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
六
十
一
年
三
月
刊
）
参
照
。
な
お
、
桂
宮
は
、
仁
孝
天
皇
の
皇
子
節
仁
親
王
を
迎

え
て
第
十
一
代
と
し
た
が
、
早
逝
し
た
。
そ
こ
で
、
異
母
姉
の
淑
子
内
親
王
を
迎
え
て
第
十
二
代
（
女
性
の
宮
家
当
主
）
と
し
た
け
れ
ど
も
、
独
身

の
た
め
明
治
十
四
年
そ
の
薨
去
に
よ
り
桂
宮
家
は
断
絶
し
た
。

（
16
）
八
木
秀
次
氏
「〝
女
帝
容
認
〞
へ
の
操
り
人
形
と
な
る
な
か
れ
」（『
諸
君
！
』
平
成
十
七
年
六
月
号
）。
他
に
同
氏
『「
女
性
天
皇
容
認
論
」
を
排
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す
』（
清
流
出
版
、
平
成
十
六
年
十
二
月
刊
）
も
あ
る
。

（
17
）
田
中
卓
氏
著
作
集
９
『
新
撰
姓
氏
録
の
研
究
』（
国
書
刊
行
会
、
平
成
八
年
九
月
刊
）
所
収
「
新
撰
姓
氏
録
に
お
け
る
皇
別
の
系
譜
」
参
照
。

　
　
　

な
お
、
鳥
羽
正
雄
氏
「
日
本
民
族
の
構
成
」（
日
本
文
化
研
究
会
編
『
神
武
天
皇
紀
元
論
』
立
花
書
房
、
昭
和
三
十
三
年
三
月
刊
）
に
よ
れ
ば
、

「
日
本
民
族
は
、
皇
統
の
根
元
を
な
す
生
産
育
成
の
能
力
の
顕
著
な
祖
先
…
…
を
同
じ
く
す
る
子
孫
」「
日
本
の
国
祖
の
子
孫
で
あ
る
」
と
い
う
。
い

わ
ゆ
る
〝
君
民
同
祖
・
君
臣
一
体
〞
の
思
想
は
、
近
世
以
前
か
ら
み
ら
れ
る
。

（
18
）
村
尾
次
郎
氏
『
よ
み
が
え
る
日
本
の
心
』（
日
本
教
文
社
、
昭
和
四
十
三
年
二
月
刊
）
所
収
「
天
皇
の
万
世
一
系
を
め
ぐ
る
疑
問
に
答
え
る
」。

　
　
　

ち
な
み
に
、
里
見
岸
雄
氏
『
萬
世
一
系
の
天
皇
』（
錦
正
社
、
昭
和
三
十
六
年
十
一
月
刊
）
も
大
旨
同
趣
。
同
氏
『
憲
法
・
典
範
改
正
案
』（
同

上
、
三
十
三
年
七
月
刊
）
で
は
、
皇
位
継
承
者
と
し
て
「
皇
族
男
子
の
無
い
時
は
、
皇
統
に
属
す
る
皇
族
女
子
」
を
迎
え
、
そ
の
結
婚
（
皇
統
出
自

の
名
族
の
入
婿
）
も
認
め
る
案
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（
19
）
小
堀
桂
一
郎
氏
「
女
性
天
皇
の
即
位
推
進
は
皇
室
と
日
本
国
の
弥
栄
に
通
ず
る
か
」（『
正
論
』
平
成
十
七
年
五
月
号
）。
他
に
「
浅
薄
な
女
帝
容

認
論
を
論
駁
す
る
」（『
月
刊
日
本
』
四
月
号
）
も
同
趣
。
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（
20
）
拙
著
『
菅
原
道
真
の
実
像
』（
臨
川
書
店
選
書
、
平
成
十
四
年
三
月
刊
）
所
収
「〝
寛
平
の
治
〞
の
再
検
討
」
や
拙
稿
「
阿
衡
紛
議
と
菅
原
道
真
」

（
和
漢
比
較
文
学
会
編
『
菅
原
道
真
論
集
』
勉
誠
出
版
、
平
成
十
五
年
二
月
刊
所
収
）
に
も
詳
述
し
た
ご
と
く
、
藤
原
基
経
は
自
分
の
意
向
に
従
わ

な
い
甥
の
陽
成
天
皇
を
退
位
さ
せ
、
即
位
を
望
む
嵯
峨
帝
皇
子
の
左
大
臣
源
融
に
「
皇
胤
な
れ
ど
、
姓
賜
り
た
だ
人

0

0

0

に
て
仕
へ
て
位
に
即
き
た
る
例

や
あ
る
」
と
一
喝
し
て
、
母
方
従
兄
の
光
孝
天
皇
を
擁
立
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
光
孝
天
皇
か
ら
懇
願
さ
れ
る
と
、
三
年
前
に
臣
籍
降
下
し
た
第
七

皇
子
の
源
定
省
を
復
籍
・
即
位
さ
せ
る
こ
と
に
同
意
し
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
宇
多
天
皇
が
基
経
を
殊
遇
す
る
た
め
「
関
白
」
職
に
任
じ
ら
れ

る
と
、
そ
れ
を
「
阿
衡
」
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
た
勅
答
（
起
草
者
は
基
経
の
ラ
イ
ヴ
ァ
ル
橘
広
相
）
に
難
癖
を
つ
け
、
一
年
余
り
も
政
務
を
ボ
イ
コ
ッ

ト
し
て
い
る
。
宇
多
天
皇
が
親
政
を
本
格
的
に
行
わ
れ
た
の
は
、
基
経
の
薨
去
（
八
九
一
）
直
後
か
ら
で
あ
っ
て
、
も
し
基
経
が
長
生
き
し
て
い
た

ら
〝
寛
平
の
治
〞
は
不
可
能
だ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
こ
の
廃
立
を
め
ぐ
る
『
愚
管
抄
』
と
『
神
皇
正
統
記
』
の
史
論
が
本
質
的
に
異
る
こ
と
は
、

時
野
谷
滋
氏
「
神
皇
正
統
記
の
執
筆
と
修
訂
」（『
日
本
制
度
史
論
集
』
国
書
刊
行
会
、
平
成
十
三
年
三
月
刊
）
参
照
。

　
　
　

な
お
、
宇
多
天
皇
が
臣
籍
に
あ
っ
た
の
は
僅
か
三
年
余
に
す
ぎ
な
い
（
そ
の
間
に
生
ま
れ
た
維
城
＝
敦
仁
王
は
父
帝
の
即
位
後
に
親
王
宣
下
を
う

け
皇
太
子
に
立
て
ら
れ
た
上
で
醍
醐
天
皇
と
な
ら
れ
た
）。
そ
れ
に
対
し
て
、
昭
和
二
十
二
年
十
月
に
臣
籍
降
下
さ
れ
た
十
一
宮
家
（
五
十
一
人
）

の
方
々
は
、
そ
れ
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
不
当
な
圧
力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
講
和
独
立
直
後
に
復
籍
の
措
置
を
と
っ
て
お
れ
ば
全
く
問
題
な
い
が
、
そ

れ
か
ら
既
に
五
十
年
以
上
に
わ
た
り
一
般
国
民
と
し
て
生
活
さ
れ
て
き
た
現
在
、
も
は
や
直
ち
に
復
籍
す
る
こ
と
は
無
理
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

た
だ
、
そ
れ
ら
旧
宮
家
お
よ
び
明
治
以
降
に
養
子
（
男
性
）
や
結
婚
（
女
性
）
な
ど
の
た
め
臣
籍
降
下
さ
れ
た
元
皇
族
の
現
存
者
と
三
世
あ
た
り

ま
で
の
子
孫
は
、
皇
統
よ
り
分
か
れ
出
た
こ
と
の
確
実
な
名
家
（
新
し
い
「
皇
別
」）
と
し
て
、
皇
族
に
準
ず
る
名
誉
と
役
割
を
認
め
ら
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
そ
の
よ
う
な
自
覚
を
も
っ
て
生
活
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
る
。

（
21
）
参
考
ま
で
に
明
治
以
降
（
19
Ｃ
中
頃
〜
21
Ｃ
初
）
の
皇
室
と
宮
家
の
略
系
図
（
拙
書
『
皇
位
継
承
』
の
付
載
「
皇
室
略
系
図
」
に
一
部
加
筆
）
を

示
せ
ば
、
次
ペ
ー
ジ
の
通
り
で
あ
る
。

（
22
）
数
年
前
か
ら
私
が
「
女
性
宮
家
」
の
創
立
案
を
提
唱
し
て
き
た
の
は
、
率
直
に
申
せ
ば
、
紀
宮
清
子
内
親
王
の
御
結
婚
を
機
に
実
現
す
べ
き
だ
と

考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
す
で
に
今
秋
（
十
一
月
十
五
日
）
黒
田
慶
樹
氏
と
の
御
婚
儀
が
整
っ
た
現
在
で
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
何
と
か
典
範

第
十
二
条
を
早
急
に
改
正
し
て
ほ
し
い
。
た
だ
、
女
性
宮
家
を
創
立
す
る
と
な
れ
ば
、
当
然
そ
の
結
婚
相
手
（
入
夫
）
に
つ
い
て
、
皇
室
会
議
の
諒

承
を
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
皇
室
会
議
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
、
近
い
将
来
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
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（
23
）
前
掲
拙
稿
⑧
で
は
、
昨
年
か
ら
内
々
で
検
討
さ
れ
て
き
た
と
伝
え
ら
れ
る
皇
族
の
範
囲
を
絞
る
三
案
に
対
し
、
現
行
の
永
世
皇
族
制
を
当
分
維
持

し
な
が
ら
、
状
況
に
よ
っ
て
四
世
以
降
は
皇
族
辞
退
も
で
き
る
「
弾
力
的
な
運
用
を
は
か
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
お
く
ほ
う
が
よ
い
」
と
記
し
た
。

　
　
　

ち
な
み
に
、
笠
原
英
彦
氏
は
『
女
帝
誕
生―

危
機
に
立
つ
皇
位
継
承―

』（
新
潮
社
、
平
成
十
五
年
六
月
刊
）
で
、「
女
性
宮
家
を
新
設
し
う
る
皇

族
女
子
の
範
囲
」
に
つ
い
て
「
今
上
天
皇
の
直
系
子
孫
に
限
定
す
る
と
い
う
の
が
妥
当
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
い
わ
れ
る
が
、
傍
系
で
も
三
世
孫
に
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あ
た
る
三
笠
宮
家
の
寛
仁
親
王
の
二
人
の
女
王
と
高
円
宮
家
の
故
憲
仁
親
王
の
三
人
の
女
王
ま
で
は
、
女
性
宮
家
の
創
立
を
認
め
る
（
逆
に
辞
退
も

認
め
る
）
こ
と
に
す
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

（
24
）
す
で
に
武
田
佐
知
子
氏
『
衣
服
で
読
み
直
す
日
本
史―

男
装
と
王
権―

』（
朝
日
選
書
、
平
成
十
年
六
月
刊
）
に
、「
日
本
古
代
の
女
帝
の
衣
服
や

冠
は
、
男
帝
と
区
別
が
な
か
っ
た
ら
し
い
」
か
ら
、「
天
皇
は
性
差
を
超
え
た
存
在
で
あ
り
…
…
そ
れ
ゆ
え
、
女
性
の
即
位
が
許
容
さ
れ
た
の
で
あ

り
、
即
位
し
た
女
帝
は
、
性
を
超
越
し
た
〝
天
皇
〞
と
い
う
存
在
に
変
質
す
る
の
だ
」
と
の
鋭
い
指
摘
が
み
え
る
。

　
　
　

な
お
、
皇
位
継
承
の
有
資
格
者
は
、
す
べ
て
（
男
女
・
順
位
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
）
誕
生
の
時
か
ら
、
天
皇
の
役
割
（
公
的
な
任
務
）
に
つ
い
て

十
分
な
自
覚
と
見
識
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
〝
帝
王
学
〞（
今
上
陛
下
の
い
わ
れ
る
象
徴
学
）
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
幾
多
の
先
例
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
た
と
え
ば
拙
稿
「
昭
和
天
皇
の
近
代
的
帝
王
学
」（
西
尾
幹
二
氏
編
『
新
地
球
日
本
史
Ⅰ
』
扶
桑
社
、
平
成
十
七
年
三
月
刊
）
な
ど
。

　
　
　

た
だ
、
戦
後
は
被
占
領
下
で
強
行
せ
し
め
ら
れ
た
制
度
改
革
に
よ
っ
て
、
特
別
な
御
学
問
所
を
設
置
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
、
宮
内
省
所
管
の

学
習
院
も
一
般
の
私
立
学
校
と
さ
れ
、
そ
の
宮
内
省
（
定
員
六
千
人
以
上
）
も
宮
内
庁
（
定
員
約
一
千
人
）
に
縮
減
さ
れ
る
な
ど
、
戦
前
の
よ
う
な

こ
と
が
到
底
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。
し
か
し
、
憲
法
の
命
題
で
も
あ
る
「
皇
位
は
世
襲
」
と
い
う
制
度
を
末
永
く
維
持
し
て
ゆ
く
た
め
に
は
、

「
皇
室
典
範
」
と
共
に
「
皇
室
経
済
法
」
の
再
検
討
や
旧
皇
室
令
に
相
当
す
る
皇
室
諸
法
制
の
再
整
備
が
必
要
で
あ
り
、
さ
ら
に
宮
内
庁
を
宮
内
省

に
昇
格
充
実
す
る
よ
う
な
改
革
に
も
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
念
じ
て
い
る
（
前
掲
拙
稿
⑥
参
照
）。

（
25
）
園
部
逸
夫
氏
『
皇
室
法
概
論―

皇
室
制
度
の
法
理
と
運
用―

』（
第
一
法
規
出
版
、
平
成
十
四
年
四
月
刊
）
で
は
、「
天
皇
の
行
為
を
（
一
）
国
事

行
為
、（
二
）
公
人
行
為
、（
三
）
社
会
的
行
為
、（
四
）
皇
室
行
為
、（
五
）
私
的
単
独
行
為
の
五
つ
に
分
類
し
」、
一
般
に
い
う
「
象
徴
行
為
」

を
、（
二
）「
公
人
」
と
（
四
）「
私
人
」
と
の
行
為
に
分
け
、
小
生
の
い
う
「
伝
統
行
為
」
に
類
す
る
も
の
を
（
四
）「
私
人
と
し
て
の
地
位
で
、
皇

室
を
構
成
す
る
者
と
し
て
行
う
行
為
」
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
国
家
・
国
民
統
合
の
象
徴
た
る
天
皇
に
は
、（
五
）
の
「
読
書
・
研
究
」
な
ど

す
ら
公
的
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
ま
し
て
（
三
）（
福
祉
活
動
な
ど
）
や
（
四
）（
宮
中
祭
祀
な
ど
）
は
、
公
的
な
任
務
と
み
な
す
こ
と

に
意
義
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
26
）
そ
れ
に
し
て
も
、
御
公
務
が
近
年
あ
ま
り
に
も
多
く
な
り
、
古
稀
を
越
え
ら
れ
た
今
上
陛
下
（
お
よ
び
皇
后
陛
下
）
に
は
、
過
重
な
御
負
担
と

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
さ
れ
る
。
そ
の
抜
本
的
な
整
理
と
皇
太
子
以
下
全
皇
族
の
有
機
的
な
役
割
分
担
を
、
宮
内
庁
で
早
急
に
検
討
さ

れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
（
拙
稿
「
天
皇
の
御
公
務
を
見
直
す
た
め
に
」『
Ｖ
ｏ
ｉ
ｃ
ｅ
』
平
成
十
六
年
九
月
号
参
照
）。

　
　
　

こ
れ
に
関
連
し
て
、
現
行
の
終
身
在
位
制
を
見
直
し
、
今
後
は
「
一
般
国
民
の
平
均
寿
命
を
目
安
に
し
て
（
た
と
え
ば
八
十
歳
）、
自
発
的
に
譲
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位
で
き
る
道
を
開
い
て
お
く
」（
前
掲
拙
稿
⑧
）
こ
と
を
検
討
す
る
必
要
も
あ
る
が
、
終
身
在
位
の
ま
ま
高
齢
を
理
由
と
し
て
皇
太
子
に
「
摂
政
」

（
な
い
し
「
国
事
行
為
の
臨
時
代
行
」）
を
委
ね
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
方
法
で
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

（
27
）
ち
な
み
に
、
原
武
史
氏
は
、「
女
性
を
不
浄
な
も
の
と
見
な
す
価
値
観
が
、
宮
中
で
は
な
お
も
生
き
続
け
て
い
る
」
か
ら
「
女
性
が
天
皇
に
な
れ

ば
、
新
嘗
祭
と
い
う
最
も
重
要
な
祭
祀
を
行
え
な
く
な
る
」
と
い
わ
れ
る
（『
朝
日
新
聞
』
本
年
二
月
七
日
夕
刊
「
女
帝
論
議
の
た
め
に
」、『
論

座
』
同
四
月
号
の
対
談
「
語
ら
れ
て
い
な
い
〝
宮
中
祭
祀
〞
と
い
う
鍵
」
も
同
趣
）。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
誤
解
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
　
　

何
と
な
れ
ば
、
古
代
以
来
の
「
斎
王
」
も
戦
後
の
「
祭
主
」
も
、
現
に
宮
中
三
殿
奉
仕
の
「
内
掌
典
」
も
、
す
べ
て
女
性
で
あ
る
。
さ
ら
に
上
代

の
持
統
・
元
明
・
元
正
・
孝
謙
＝
称
徳
女
帝
も
、
近
世
の
後
桜
町
女
帝
も
、
新
嘗
祭
以
上
に
重
要
な
大
嘗
祭
な
ど
を
斎
行
さ
れ
た
確
証
が
あ
る
。
特

に
後
桜
町
女
帝
は
明
和
元
年
十
一
月
の
大
嘗
祭
な
ど
を
詳
細
に
書
き
の
こ
さ
れ
た
宸
筆
御
記
が
京
都
御
所
東
山
御
文
庫
に
伝
存
す
る
（
私
の
勤
務
先

で
五
年
前
か
ら
学
内
外
の
研
究
者
十
余
名
と
続
け
て
い
る
「
後
桜
町
女
帝
宸
記
研
究
会
」
の
解
読
翻
刻
は
、『
京
都
産
業
大
学
日
本
文
化
研
究
所
紀

要
』
第
六
号
、
平
成
十
三
年
三
月
発
行
以
降
に
連
載
中
）。

　
　
　

な
お
、
男
系
男
子
の
継
承
存
続
を
主
張
さ
れ
て
き
た
葦
津
珍
彦
氏
は
『
天
皇
』（
神
社
新
報
社
ブ
ッ
ク
ス
、
平
成
元
年
二
月
刊
）
の
中
で
、「
日
本

の
皇
室
は
…
…
な
に
が
大
切
か
と
い
へ
ば
〝
公
正
無
私
〞
の
精
神
的
統
合
の
資
質
で
あ
る
。
…
…
天
皇
は
、
祭
り
主
と
し
て
公
平
無
私
を
第
一
義
と

さ
れ
…
…
（
国
民
も
）
祭
り
主
の
公
明
正
大
さ
を
貴
い
と
し
た
。」
と
〝
祭
り
主
〞
た
る
天
皇
の
重
要
性
が
説
か
れ
て
い
る
。
一
方
、「
英
国
型
皇
位

継
承
制
」
の
採
用
を
主
張
さ
れ
る
小
森
義
峯
氏
は
「
女
帝
に
関
す
る
憲
法
政
策
学
的
考
察
」（『
憲
法
論
叢
』
第
三
号
、
平
成
八
年
六
月
発
行
）
に
、

「
天
皇
の
最
も
重
要
な
〝
天
職
〞
は
祭
祀
で
あ
る
」
と
の
観
点
か
ら
、
そ
れ
を
身
近
に
見
習
い
う
る
の
は
「
傍
系
の
男
子
よ
り
直
系
の
女
子
が
遙
か

に
優
れ
て
い
る
」
と
論
じ
て
お
ら
れ
る
。

（
28
）
歴
代
天
皇
の
多
く
が
、
内
外
の
学
問
に
励
み
道
義
と
祭
祀
を
重
ん
じ
、
日
夜
〝
先
憂
後
楽
〞
の
仁
政
に
努
め
、
そ
れ
を
子
孫
に
伝
え
て
こ
ら
れ
た

実
例
は
枚
挙
に
遑
な
い
。
た
と
え
ば
花
園
上
皇
が
鎌
倉
末
期
の
元
徳
二
年
（
一
三
三
〇
）、
甥
の
量
仁
親
王
（
の
ち
光
厳
天
皇
）
に
対
し
て
与
え
ら

れ
た
「
太
子
を
誡
む
る
書
」
に
も
、「
余
、
性
拙
く
智
浅
し
と
雖
も
、
粗
々
典
籍
を
学
ぶ
は
、
徳
義
を
成
し
王
道
を
興
さ
ん
と
欲
し
、
只
宗
廟
の
祀

を
絶
や
さ
ざ
ら
ん
が
た
め
な
り
。
…
…
も
し
学
功
立
ち
徳
義
成
ら
ば
、
啻
に
帝
業
を
当
代
に
盛
ん
に
す
る
の
み
な
ら
ず
、
亦
即
ち
美
名
を
来
業
に
貽

さ
ん
。
上
は
大
孝
を
累
祖
に
致
し
、
下
は
厚
徳
を
百
姓
に
加
へ
ん
。
…
…
」（
伏
見
宮
家
旧
蔵
、
帝
国
学
士
院
編
『
宸
翰
英
華
』
第
一
冊
所
収
、
原

漢
文
）
と
み
え
る
。

（
29
）
た
と
え
ば
、
ま
こ
と
に
失
礼
な
予
測
に
わ
た
る
こ
と
な
が
ら
、
現
皇
長
孫
の
敬
宮
愛
子
内
親
王
は
、
も
し
直
系
・
長
系
の
長
子
で
あ
る
こ
と
を
、
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男
子
で
あ
る
こ
と
よ
り
重
ん
ず
れ
ば
、
次
代
の
皇
太
子
に
立
て
ら
れ
女
性
天
皇
と
な
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
皇
太
子
の
長
子
で
あ
る

こ
と
よ
り
も
、
直
系
・
長
系
の
男
子
で
あ
る
こ
と
を
重
視
す
れ
ば
、
愛
子
内
親
王
が
結
婚
に
よ
り
女
性
宮
家
を
立
て
（
あ
る
い
は
立
太
子
後
に
結
婚

さ
れ
て
）
も
し
男
児
を
儲
け
ら
れ
る
と
、
そ
の
男
児
が
現
皇
太
子
の
後
に
即
位
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
え
よ
う
（
前
掲
拙
稿
⑧
参
照
）。

（
30
）T

he R
oyal L

ine of Succesion

（P
itkin G

uide 2004

）
な
ど
に
よ
れ
ば
、
英
国
王
室
は
現
在
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
だ
か
ら
、
次
は
女
系
継
承
に
な

る
が
、
今
の
と
こ
ろ
直
系
・
長
系
・
長
子
・
男
子
を
優
先
す
る
原
則
に
よ
り
、
①
女
王
の
長
男
チ
ャ
ー
ル
ズ
皇
太
子
・
②
そ
の
長
男
ウ
ィ
リ
ア
ム
王

子
・
③
次
男
ヘ
ン
リ
ー
王
子
／
④
女
王
の
次
男
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
王
子
・
⑤
そ
の
長
女
ベ
ア
ト
リ
ス
王
女
・
⑥
次
女
ユ
ー
ジ
ー
ン
王
女
／
⑦
女
王
の
三

男
エ
ド
ワ
ー
ド
王
子
・
⑧
そ
の
長
女
ル
イ
ー
ズ
王
女
／
⑨
女
王
の
長
女
ア
ン
王
女
（
年
齢
は
①
の
下
、
④
の
上
）―

（
以
下
三
十
位
ま
で
、
Ｕ
Ｋ

王
室
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
公
表
さ
れ
て
い
る
）
と
い
う
順
位
に
な
る
。
し
か
も
「
現
在
、
王
位
継
承
資
格
者
数
は
、
四
千
人
以
上
」
に
も
の
ぼ
る

と
い
う
。「
皇
室
典
範
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」
第
四
回
（
平
成
十
七
年
四
月
二
十
五
日
）
配
布
資
料
「
諸
外
国
に
お
け
る
王
位
継
承
制
度
の
例
」

参
照
。
た
だ
、
彼
我
の
来
歴
も
現
制
も
根
本
的
に
異
な
る
と
こ
ろ
が
多
い
か
ら
（
ヴ
ァ
ー
ノ
ン
・
ボ
グ
ダ
ナ
ー
氏
『
英
国
の
立
憲
君
主
政
』（
小
室

輝
久
氏
他
訳
、
木
鐸
社
、
平
成
十
五
年
六
月
刊
等
参
照
）、
慎
重
な
比
較
検
討
を
要
す
る
。

（
平
成
十
七
年
五
月
十
五
日
稿
、
七
月
十
七
日
補
訂
）

　

∧
付
記
∨
本
稿
の
大
部
分
は
、
小
泉
首
相
の
諮
問
機
関
「
皇
室
典
範
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」
の
第
七
回
会
合
（
六
月
八
日
）「
識
者
ヒ
ア
リ
ン
グ
」

（
四
名
）
で
意
見
陳
述
す
る
際
、
時
間
の
制
約
（
三
〇
分
）
を
考
え
て
あ
ら
か
じ
め
準
備
し
、
会
議
の
メ
ン
バ
ー
と
傍
聴
の
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
に
配

布
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
一
部
に
補
訂
を
加
え
た
。
成
稿
の
段
階
で
同
僚
の
川
北
靖
之
・
植
村
和
秀
・
須
賀
博
志
三
氏
か
ら
有
益
な
御
指
摘
を

頂
い
た
こ
と
に
、
謝
意
を
表
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、
当
日
の
公
述
速
記
録
と
参
考
資
料
は
、
首
相
官
邸
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.kantei.

　
　

go.jp/jp/singi/kousitu/kaisai.htm
l

）
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。
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